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農村経営研究会 ���� ���� ��������2015 ���� ��������年��� ��������   ��������第２回定例研究会

農
村
経
営
研
究
会
は
２
０
１
５
年
第
2

回
定
例
研
究
会
を
5
月
21
日
、
東
京
都
高

田
馬
場
で
開
催
し
た
。
今
回
は
、
米
国
コ

ー
ネ
ル
大
学
の
農
村
社
会
学
者
ト
ー
マ

ス
・
ラ
イ
ソ
ン
著
『
シ
ビ
ッ
ク
・
ア
グ
リ

カ
ル
チ
ャ
ー
』
を
翻
訳
し
た
北
野
収
氏
を

講
師
に
迎
え
、
講
演
会
を
行
な
っ
た
。
北

野
氏
は
、
農
林
水
産
省
に
在
籍
中
と
退
職

後
の
二
度
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
に
留
学
し
て

修
士
号
と
博
士
号
を
取
得
し
、
現
在
、
獨

協
大
学
交
流
文
化
学
科
の
教
授
を
務
め
て

い
る
。

ラ
イ
ソ
ン
氏
が
提
唱
す
る
シ
ビ
ッ
ク
・

ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
は
、
地
域
で
生
産
さ

れ
た
も
の
を
地
域
の
住
民
が
積
極
的
に
消

費
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。つ
ま
り
、

食
と
農
の
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
提
唱

し
て
い
る
と
い
え
る
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
と
相
反
す
る
概
念
で
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
北
野
氏
は
次
の
よ
う
に
補
足
し
て

い
る
。

「
こ
の
本
の
趣
旨
は
、
単
に
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
批
判
す
る
の
で
は
な
く
、

理
論
と
歴
史
を
押
さ
え
た
う
え
で
今
の
あ

り
方
を
考
え
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
」

ま
た
、
本
誌
編
集
長
の
昆
は
、
研
究
会

に
北
野
氏
を
招
聘
し
た
趣
旨
を
次
の
よ
う

に
述
べ
た
。

「
農
業
の
成
長
を
考
え
る
と
き
、
大
規
模

経
営
か
小
規
模
経
営
か
、
も
し
く
は
、
革

新
的
技
術
を
取
り
込
む
か
有
機
農
業
に
取

り
組
む
か
と
い
っ
た
よ
う
に
、
物
事
を
対

立
的
に
見
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
し
か
し

本
来
、
農
業
の
形
は
多
様
な
も
の
で
す
。

大
規
模
な
農
業
が
あ
る
か
ら
小
規
模
な
農

業
が
活
き
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

農
業
政
策
の
制
約
を
受
け
た
形
で
続
い
て

き
た
日
本
の
農
業
や
農
村
を
、
正
常
な
形

で
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
」

シ
ビ
ッ
ク
・
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
概

念
を
大
き
な
視
野
で
理
解
す
る
た
め
に

は
、
米
国
の
農
業
の
歴
史
や
欧
米
の
理
論

を
知
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
た

上
で
「
食
と
農
を
地
域
に
取
り
戻
す
」
こ

と
を
提
唱
し
た
本
書
に
つ
い
て
、
北
野
氏

の
解
説
を
以
下
に
紹
介
す
る
。

米
国
の
農
業
の
近
代
化
に
伴
う

モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
へ
の
危
惧

北
野
氏
は
、
近
代
化
の
概
念
を
「
自
然

環
境
と
人
間
社
会
と
経
済
活
動
の
関
係
の

変
化
」
と
し
て
図
１
（
次
頁
参
照
）
の
よ

獨協大学交流文化学科教授　北野収氏

T
・
ラ
イ
ソ
ン
著

『
シ
ビ
ッ
ク
・
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー

―
食
と
農
を
地
域
に
取
り
戻
す
』

講
演　

獨
協
大
学
教
授　

北
野
収
氏

う
に
示
し
た
。二
つ
の
円
が
示
す
よ
う
に
、

か
つ
て
自
然
、人
間
、経
済
の
順
序
で
形
成

さ
れ
て
い
た
世
の
中
は
、現
在
、そ
の
順
序

が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
本
の

１
、
２
章
に
あ
る
よ
う
に
米
国
の
近
代
化

に
よ
っ
て
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
が
進
ん
だ
た

め
で
あ
る
と
北
野
氏
は
推
察
し
て
い
る
。

米
国
の
農
業
の
近
代
化
に
は
、
三
つ
の

制
度
的
要
因
が
あ
っ
た
。
一
つ
め
は
、
各

州
す
べ
て
に
設
置
さ
れ
た
ラ
ン
ド
グ
ラ
ン

ト
大
学
と
、
大
学
附
属
の
農
業
普
及
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
協
同
普
及
の
し
く
み
で
あ

る
。
二
つ
め
は
、こ
の
大
学
で
農
業
を「
科

学
」
と
し
て
研
究
し
技
術
開
発
を
行
な
う

と
い
う
近
代
農
業
諸
科
学
の
成
立
で
あ

り
、
三
つ
め
は
、
農
業
の
合
理
化
・
画
一

化
を
強
力
に
推
し
進
め
る
農
務
省
の
政
策

で
あ
る
。

制
度
的
枠
組
み
が
整
っ
た
こ
と
に
よ
っ

て
三
つ
の
技
術
的
革
命
が
起
き
た
こ
と
も

近
代
化
を
進
め
た
大
き
な
要
因
で
あ
る
。

１
９
１
０
年
ご
ろ
か
ら
起
き
た
機
械
革

命
、
第
二
次
大
戦
後
に
起
き
た
化
学
肥
料

や
農
薬
な
ど
の
化
学
革
命
、
80
年
代
に
起

き
た
バ
イ
オ
テ
ッ
ク
革
命
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
産
官
学
連
携
に
よ
っ
て
近

代
化
を
進
め
た
結
果
、
米
国
で
は
ま
ず
州

を
越
え
た
大
規
模
産
地
へ
の
集
中
と
流
通

の
遠
隔
化
に
よ
る
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
化
（
北

野
氏
の
表
現
）」
が
起
き
、
続
い
て
国
境

を
越
え
た
生
産
流
通
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

進
ん
だ
。

『シビック・アグリカルチャー』と
ローカリゼーション
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あ
る
。
北
野
氏
は
、
人
に
よ
っ
て
考
え
方

に
違
い
は
あ
る
と
し
な
が
ら
も
次
の
よ
う

に
述
べ
た
。　
　
　

「
ラ
イ
ソ
ン
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
モ
ノ
カ

ル
チ
ャ
ー
化
が
行
き
過
ぎ
る
の
は
良
く
な

い
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
生
産
の
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
が
米
国

の
民
主
主
義
の
根
幹
で
あ
る
地
域
社
会
と

市
民
生
活
を
弱
体
化
さ
せ
る
か
ら
で
す
」

独
立
中
間
層
が
地
域
の
民
主
主
義
を

支
え
る
シ
ビ
ッ
ク
・
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー

『
シ
ビ
ッ
ク
・
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
』
の

５
章
で
は
、
シ
ビ
ッ
ク
・
ア
グ
リ
カ
ル
チ

ャ
ー
の
理
論
的
根
拠
が
示
さ
れ
、
そ
れ
を

踏
ま
え
て
、
６
章
で
は
シ
ビ
ッ
ク
・
ア
グ

リ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
地
域
農
業
の
発
展
の
あ

り
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ポ
ラ
ン
ニ
ー
著
『
大
転
換
』、
ミ
ル
ズ

の
報
告
書
「
中
小
企
業
と
市
民
的
厚
生
」、

ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
著
『A

s� Y
ou 

Sow

』、
パ
ッ
ト
ナ
ム
著
『
哲
学
す
る
民

主
主
義
』、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
著
『
ア
メ
リ
カ

の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
な
ど
、欧
米
の
政
治
・

経
済
の
理
論
の
蓄
積
に
よ
っ
て
シ
ビ
ッ

ク
・
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
概
念
が
生
ま

れ
た
と
い
う
。
北
野
氏
は
パ
ッ
ト
ナ
ム
氏

の
理
論
の
な
か
か
ら
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ

ャ
ピ
タ
ル
（
社
会
関
係
資
本
）
を
解
説
し

た
。

「
社
会
が
良
く
な
っ
た
り
、
経
済
が
発
展

し
た
り
す
る
た
め
に
は
、
お
金
だ
け
で
は

な
く
、
信
頼
、
規
範
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
る
緊
密
さ
が
必
要
だ
と
い
う
考
え
方
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ

ピ
タ
ル
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
」

こ
れ
ら
の
理
論
か
ら
、
地
域
の
な
か
に

「
独
立
中
間
層
」
が
多
数
い
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
民
主
主
義
が
う
ま
く
機
能
し
て
い

る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
結
論
が
導
き
出

さ
れ
て
い
る
。独
立
中
間
層
と
い
う
の
は
、

富
裕
層
や
大
企
業
の
従
業
員
で
は
な
く
、

中
小
企
業
の
経
営
者
や
商
店
の
経
営
者
、

自
営
農
家
な
ど
、
地
域
を
良
く
す
る
た
め

に
意
見
を
発
信
す
る
人
々
を
指
す
。
地
域

に
お
け
る
こ
れ
ら
の
人
々
の
存
在
こ
そ
が

民
主
主
義
が
機
能
す
る
必
要
条
件
で
あ
る

と
し
て
い
る
。

シ
ビ
ッ
ク
・
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
が
発

展
し
て
い
る
地
域
の
特
徴
は
、
こ
う
い
っ

た
独
立
中
間
層
が
多
く
住
み
、
地
域
内
で

生
産
と
消
費
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
具
体
的
に
は
、
Ｃ
Ｓ
Ａ
（
地
域
支

援
型
農
業
）、
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
マ
ー
ケ

ッ
ト
、
直
売
所
、
市
民
菜
園
、
学
校
菜
園
、

生
産
者
管
理
流
通
組
合
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

キ
ッ
チ
ン
、
特
産
品
を
生
産
す
る
農
家
、

自
家
農
産
加
工
を
行
な
う
農
家
、
小
規
模

な
農
産
加
工
業
者
、
レ
ス
ト
ラ
ン
支
援
農

業
な
ど
が
シ
ビ
ッ
ク
・
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ

ー
を
構
成
し
て
い
る
。
な
か
で
も
小
規
模

家
族
経
営
の
農
家
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基

礎
だ
と
し
て
い
る
。
シ
ビ
ッ
ク
・
ア
グ
リ

カ
ル
チ
ャ
ー
の
担
い
手
は
、
自
己
利
益
の

最
大
化
だ
け
を
目
標
に
は
し
な
い
農
家
や

自然環境
およびそこにある歴史風土

多様な

人間社会

地域経済
を核とした交易

グローバル経済
効率化・合理性に基づく競争原理

人間社会
の画一化

経済価値でみた

自然環境

かつて 現在

図１；自然環境と人間社会と経済活動の関係の変化

農
産
物
加
工
業
者
、
そ
し
て
「
食
料
市
民

（
食
べ
も
の
に
対
し
て
主
体
的
に
発
言
で

き
る
市
民
）」
と
し
て
の
地
元
の
消
費
者

だ
と
い
え
る
。

コ
ー
ネ
ル
大
学
が
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
な
ど
を
除
け
ば
純
農

村
地
帯
で
あ
る
。
酪
農
と
ブ
ド
ウ
生
産
が

盛
ん
で
ワ
イ
ン
の
生
産
量
は
カ
ル
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
に
続
く
全
米
２
位
で
あ
る
。
農
家

ワ
イ
ナ
リ
ー
、
地
元
食
材
で
料
理
す
る
レ

ス
ト
ラ
ン
、
摘
取
体
験
農
場
、
フ
ァ
ー
マ

ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
、
シ
ビ
ッ
ク
・

ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
が
高
い
密
度
で
展
開

さ
れ
て
い
る
。

「
あ
る
意
味
、
シ
ビ
ッ
ク
・
ア
グ
リ
カ
ル

チ
ャ
ー
は
地
元
密
着
型
食
農
産
業
ク
ラ
ス

タ
ー
と
考
え
て
良
い
で
し
ょ
う
。
い
ま
、

米
国
に
１
万
３
千
以
上
の
Ｃ
Ｓ
Ａ
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
と
っ
て

代
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
も
は

や
特
殊
事
例
と
し
て
片
づ
け
ら
れ
る
ほ
ど

マ
イ
ナ
ー
な
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
」

シ
ビ
ッ
ク
・
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー

農
林
統
計
出
版

２
１
６
０
円
／
２
２
８
ペ
ー
ジ

本
の
３
、
４
章
に
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

を
裏
づ
け
る
各
種
デ
ー
タ
が
示
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
か
ら
、
モ
ノ
カ
ル

チ
ャ
ー
化
が
進
ん
だ
こ
と
も
読
み
取
れ

る
。
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
は
地
域
で
単
一

の
農
作
物
だ
け
を
栽
培
す
る
農
業
形
態

や
、単
一
の
生
産
物
に
頼
る
経
済
を
指
す
。

モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
が
進
む
こ
と
に
よ
っ

て
、
農
業
は
小
規
模
家
族
経
営
か
ら
企
業

的
農
場
に
移
行
し
、
小
規
模
家
族
経
営
を

営
ん
で
い
た
人
々
は
企
業
的
農
場
の
労
働

者
に
な
る
か
離
農
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
。
ま
た
、
全
米
の
食
料
品
の
販
売

量
の
約
半
数
は
上
位
５
社
の
寡
占
状
態
に


